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ジメジメした梅 PIO の季節がやつて 
さます。なぜ『梅雨」と杳いてツユ 
と rt うめでしょうか？一说には物が 
しめり，ところからツィユ trftJ 
の底味で' またちょうど悔の实が熟 
する時期に当り•梅が#ゆ•という 
ところから梅阳 <ッュ》と S うよう 
になつたとか" 

ちなみに Aft の人々は六 IX のこと 
を水無月 t ミナ •/ キ)と呼びました。 


立川クィズ 

昔なつかしい写具の丸ボスト_ 
ft 近ではめずらしいものとなりま 
したが多摩地区にはまだ少し残っ 
ています■さて. tn 川市内にはいっ 
たい，いくつこの丸ボストがある 
でしょうか。 

① 7«®-l3ta 

®24fi®a6e 
{答えは7月好) 

ませんでした。 

よく^ると花 
は沢山咲いてい 
ました*ちよう 
ど澜 W のようで 
した。白い佗は 
まるで技に残っ 

た零がそのまま花になってしまった 
ような•さり氕なく清らかな逢を 
していました。白い花： T 突き抜け 
るような#い^から降9そそぐ強い 
在の陆光を気待良さそうに浴びなが 
ら•叫どき思いついたように吹いて 
米 — 被に花びらをゆらしていました" 

氕ぜわしい都仝でも、まだ寒さの 
残る平い咨に•間けた窓から、花の 
姿などまだどこにも兄之ないのに， 
傲かに花の香りを含んだ風が吹さこ 
んでくることがあります。こぶしの 
庀を知ってからは、その 191 がこぶし 
の花の « x く t * r の山から吹いてくるよ 
うに思えるようにな9ました* 

やまのうちみさと 
本名 •& 山典脣【 X ツセィスト) 
雄 »*! クロ 9 ツサ ン J に**食卓め 
セイ j fair 今月 •》««: 
より m 名の文 M 本が上铎される* 
このシリーズでは m 花の數々奢 、 h 
ッセィストの琴編にふれて雇る* 


どうしてこんなに水^しなのに水が 
無い月なのか不思議ですね•でも少 
し夜点を$えて^^たちの方から兄 
ると•地上にあんま〇悤みの；肉を降 
らせてしま r て天样に木が無くなつ 
てしまうので「水無 MJ という訳で 
す"当時は田祕ぇ莳の兩の間•物.& 
みをし•家に瓶つて a 欲生活を送り， 
その間にさまざまな供礼を行つて神 
擊な力を#につけ、心^充実をはか 
る tfi わしがあ「たようです H 

ナガメ < ft 雨}とは.兀米•用期の 
物£みを表したとか•古代ィンドに 
於ても • rt - i 安®(ウアンゴ)と称し 
て雨明の：'•ヶ nra •烙行 m 逢：！ r 甲 
木、 MIU 苺を®つけないように • | 
定の埸所に n つて内古と條行に#心 
しました。 

やがて訪れる明天の日に向けて力 
を轚之ておくのが古来からの转忠の 
ようです。55達もボ：ツとナガメ .»: 
してしまわぬよう心したいものです • 


編集室から 

•カラオケが国 E 的ゴラクに定畚 
して久しい。いろいろと斬しい装 
S か間発されて，歌手〃たちの気 
をそそる。願わくば•々ラオケ • 
ロボットにならぬよぅ。參卜，手だ 
けがカラオケ世界のチヤンビオン 
ではあるまい•耳にここちよい才 
ンチといぅのもたま一に•いるも 
んです。 一 夜の座典を心得ておら 
れる、なかなかのもんです。 •?- 
いもので、來月号で61]刊一周年に 
なります • |年間、ご愛読を心か 
ら感謝申し上げ i す。これを期に' 
新しい企 g を盛り込むと同時に* 

£に向けてなにか•ふさわしい付 
録なども考えております。おたの 
しみに•梅雨をふきとばしてくれ 
る新企_はないかしら。 •さみ だ 
れをあつめて早しえくてびあん 

{■集)爾|<義+£十胤えり《怳早加|(铨子 
瓣 ui 清子*益孑キ野*« 

•: wn ) 夫*:■古 S * 治ス，ジオ26 1 
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■w ■一 5月1233(日)の立川は，さわやかな風、 

V 初 K の日差しがまぶしい中「多 摩メトロボリス 祭 J が盛 

大に催された。この H •会場とな「•た ils 和 5 e,t 公191は入場 
無料といぅサ—ビス付きで、2万5千から 3 /J の人出をみ 
た。呼びものは、なんといつても熟気球で，度でいいか 
ら乘つてみたいといぅチビッ子たちが長蛇の列をなして m 
S を待つていた。ほかにミニ列巿塔乘•植物名 i 刖ぁてオリ 
エンテーリング網 •}! きなどに人^が m 中.なかでも親子 
ふれ合い工作教宇ではナイフの使い方やトンかチのあつか 
い方など、まさに•ふれ合い#のヒトコマがみられた。立川古 
年会 5 S 所のメンバ—を中心としての奉仕活動も镟んで、本 
業収益金はすべてアフリ々飢餓救済渡援金にまわされた" 


はつさりしない天候の今 H で 
すが•いかがお«しですか ■ |度- 
典如宛へいつて畚抒だけで6し 
たいといぅ方が！ P えていると聞 
きます--^の屮がスーマとする 
かも知 a ません。今：：！：もおこし 
ください • 

• 日時 6 H 22 日出午後2時 
から4時まで • 

• 钾本#、我如1?忭肪のご案内 


をはじめとして•映！：など莊リ 
パ f さんの用®がしてござい I 。 
• 立川市民(成入 >{: 限らせて頂 
きます* 

• お ft * し込み 
は「えくてび 
あん•コンバ 
ニオン.！(本誌 

を T 彼してく 
れた人> 



匯善墨 


☆劇団「協间」が『睬 」 を公* 

V /:川にあるユニ—クな 刺 団「協 

同」をご存知ですか •• oarao 日 

午後 3時& 7時、9日午後1時 

&4 時に* ■脉 j を公演^ - 今 

もしかしたら 私たちが一匹のブ 

夕なのかもしれない-は 

シアタ—2+1 ( 荣 3 •町 2 丁目 
12 ) •入場料大人 r 三 005 T 
学生：〇〇 OST 詳しくは脚 HI 

協同に (喏 町 3— 48 17,また 

は 130422 155—0027》 

☆心に 残るスクリ—ンミユ—ジ 

ックをあなたに . 

K - U —ボ—ン架団が立川市民 

会館で公演 ■ . bm :7 日 6 時 30 分 

より。 荊 売券は向会館と市内ブ 

レイガイドにて好評発充屮.浪 

路 はるか！ r ブル！ハワイ、 

砂に#いたラブレタ—などおな 


じみの曲がたくさん- 

☆恒例「多摩の写真展」が伊勢丹 

で閜催される 

朝日新 M 社，朝 H タウンズなど 

の主催による「多*の写夷® J 今 D 11 

は•店•田畑•女•の三つのテ— 

マで七4-4^点が出品？れるもの， 
6月130彳17日" 

☆ぬいぐるみ人形劇「アルプスの 
少女 ハイジ/ I 休さん」を«団木 
馬座が公* 

ぬいぐるみ入形劇の公演は6 B ： 
22日、午後2時よリ、市民会館に 

て•お問い合せ、劇®木馬座 <0 03 

丨2641 0 4 11) 

☆歴史セミナ—「日本人のル—ツ 

を求めて」が開講される 

このセミナ—は 6 H 7 日より每 

遇金 qi 日•午後7時より£公民 

館にて"* 師 には水! rfw ft <¥» 冊 

田大学教授》があたる。 

☆立 川に茶道連盟が発足 

茶迫をより市民のものに——と 


の®いをこめて六派が力を合わせ 
て連盟を結成、あらたな活觔へと 

歩を進めた。立川 Itl * 文化連盟にも 

加入し、お茶会のみならず広く文 

化車 31 にたずさわつていきたいと 

意$1さかん，会艮に•裹千家•の 

tt E 宗味さん" 

☆日本の夏はコットンがさ h やか 

コットン専門店 COTT 0 N F 
RIEND <钸町2 il 2 i n 
22 i 7 2 7 7> は木締 生地各 择， 
袋もの、ハンドメイドの服 ^我 
材料などが? S 茁。センスあふれる 

楽しいお店へ、ちよつと立ち寄つ 

てみたら？ 




今月•パッチワ—クで*ウォ 

I ル•ボケット*を作つてくだ 
さつた上山智江子さんは開口 IS 
「好きなんです•手仕事が」と語る。 

メルヘン人形は教えている程の 
W まえ*「いま砂川公民蛇でやつて 
いるパッチワ—クのグルーブは汐 
a かつ子先生といぅすばらしい先 
生に®まれ，仲間たちと和^あい 
あいの雰网氕で楽しくやつてます」 
といぅ • 

心に描いたィ XI ジに到遠した 
ときの輿びは•口では表現できな 
いほど•しかし•作品の大半は「ひ 
とにあげてし まう」 とも。 

▼抄川 文化会「パッチワ—クの会」 
連絡先•辻けい子さん 1 0 3616 


ぇくてびあん ^—IND 

lie 川にもついにワ—ブロ •スク 
|ル挺生！南11，すずらん通リを 
行ったところにある『立川ア々デ 
ミ I ワ I ブロスク I ル」 { 0 27 12 
6 8 8》かそれ。 

なるべく多くの方に7|ブロ技 
術を身につけてもらお 
ぅと" 末日 
まで受谈料が 
1 VI 引"例ぇば 
「基礎 n — ス」15時 
間，3万3千円のと 
ころ、2万9千7 〇 
0円に。チヤンス！ 



山内荚鄉 

立川の花 ft こぶし 

私がこぶしの佗を初めて知ったの 
は、六年はど1之•友連と上越のス 
キ—場へ行った時のことです ■ 

その年 U # の訪れが ¥- くて、もぅ 
ゲレンデのあちこちに贝一い土が顔を 
出していました。リフト小© L その 
长い足を-1 * ッキりとむき出し•気 
の早い山顶の食堂も店をたたんでい 
ました*酋どけの窄が落ちる杏と. 
その苄が痕まってできたせせらぎが 
沢へ向かって走る在が，妙に^せわ 
しく XT に黎さました。 

何か小さな：§物が皮リ去った足跡 
のある锊面の、桀のない钿い木々の 
辟れの中に白い花が咲いていまし q 
兄ている私の wr しに、花の好さな 
友 if がこぶしの (£ だと教えてくれま 
した•以勘にも Ini じょぅな時期に何 
度もスキ—に來ているので 
I ら，知4に出金ってい 
たのかも知れませんが，おぼ 
つかない足元にばかり気か 
取られていたのか、この笑し 
い花に氕づいたことはあり 



豆事典 










































































